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	四国最高峰の霊場
第六六番札所雲辺寺


	徳島県三好市白地
香川県観音寺市大野原町



　真言宗御室派の寺院で、正しくは巨鼇山 (きょごうざん)千手院 (せんじゅいん)雲辺寺である。徳島県と香川県を隔てる阿讃山脈の西端、標高九一一メートルの雲辺寺山山頂にあり、四国八十八カ所霊場のうち最も高所にあるお寺である。住所は徳島県になっているが、香川讃岐の「涅槃の道場」最初のお寺にであり、いわゆる関所寺になる。境内の一角には、お釈迦様の弟子である等身大の五百羅漢が安置され、参拝者を迎える。紫陽花が有名であるが、高所であるため、見頃の時期は遅く六月末から七月中旬になる。反対に、秋の紅葉は麓よりも一足早く楽しむことができる。
かつてはここも「遍路転がし」の難所であったが、いまは香川県側から雲辺寺ロープウェイで約七分の空中散歩で気軽に登ることができ、参拝できる。ロープウェイからは讃岐平野が一望である。車の場合は狭い道路だが徳島県三好市白地から車道が通じているので、仁王門近くまで行ける。
　縁起によると、弘法大師は雲辺寺に三度登っている。最初は大師一六歳の時で、善通寺で使用の建材を求めてであったが、深遠な趣に心打たれて堂宇を建立した。これが雲辺寺の創建とされる。二度目は三四歳の時、中国唐から請来した宝物で秘密灌頂の修法をされた。更に、四五歳の時、嵯峨天皇（在位八〇九～八二三）の勅願を奉じて山を登り、本尊を彫造、仏舎利と毘廬遮那法印（仏法石）を山中に納めて七仏供養をし、四国霊場と定めた。
　雲辺寺は、俗に「四国坊」と呼ばれ、四国各地からはせ参じる僧侶たちの学問・修行の道場になり、「四国高野」とも言われた。貞観年間（八五九～八七七）には清和天皇の勅願寺にもなっている。鎌倉時代に七堂伽藍が整備され、山内には十二坊と末寺八ケ寺を有す名刹で、阿波、伊予、讃岐の関所寺でもあったという。天正年間（一五七三～一五九二）に土佐の長宗我部元親が麓の白地城に宿陣して雲辺寺を参拝し、その時、眼下に望む四国制覇を目指したが、当時の住職にいさめられた。寺の歴史に消長があるが、江戸時代には阿波藩主蜂須賀公の手厚い保護を受け、法灯を守っている。
〈雲辺寺の見どころ〉
「おたのみなす」❘境内の片隅の奥まったところにある腰かけ❘　ここに腰かけて願いをかける。ナスの花は無駄なく実になることが由緒とのこと。お守りや絵馬もナスの形で、絵馬を掛けるボードも巨大なナス型である。
〈遍路道の国史跡指定区間〉
　徳島県側　二・一六キロ
　香川県側　一・六キロ
〈国重要文化財〉
　千手観音菩薩坐像と脇物の毘沙門天立像
　毘沙門天展望館❘雲辺寺山の四季を三六〇度の眺望。
雲辺寺ロープウェイ　電話　０８７５❘５４❘４９６８
　　　　　　　　　　　　　　　　（記：横井知昭）
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